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っ
て
お
ら
れ
た
と
思
う
。
兵
長
任
官
試
験
に
は
各
隊
よ
り

一
人
が
選
抜
さ
れ
、
私
を
含
め
て
三
人
の
内
一
人
が
合
格
、

そ
の
一
人
に
私
が
兵
長
に
任
官
さ
れ
た
次
第
で
す
。 

何
事
も
積
極
的
に
行
動
し
、
体
力
的
に
も
自
信
が
あ
っ

た
の
で
、
い
つ
も
先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
た
り
で
、
自
分

で
言
う
の
も
ど
う
か
と
思
う
が
何
事
で
も
人
後
に
落
ち
る

こ
と
な
く
、
常
に
一
選
抜
、
伍
長
進
級
も
一
選
抜
、
そ
ん

な
具
合
で
航
空
隊
勤
務
の
満
三
年
半
は
極
め
て
平
穏
無
事

に
過
ご
し
た
日
々
と
言
え
よ
う
。 

牡
丹
江
駅
は
ホ
ー
ム
か
ら
地
下
道
を
通
り
改
札
口
に
出

る
と
駅
前
広
場
が
あ
り
、
駅
に
対
し
向
き
合
う
形
で
立
派

な
大
和
ホ
テ
ル
が
あ
る
等
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
飛
行

隊
は
街
よ
り
五
キ
ロ
も
あ
る
の
で
、
牡
丹
江
へ
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
駅
の
所
へ
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
地
下
道
の

こ
と
や
ホ
テ
ル
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。 

昭
和
十
二
年
、
三
菱
重
工
㈱
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
で

伍
長
と
な
っ
た
が
、
兵
隊
に
も
伍
長
と
言
う
位
が
あ
る
の

は
知
っ
て
い
て
、
字
も
同
じ
な
の
で
、
兵
隊
た
ち
伍
長
ク

ラ
ス
で
ま
あ
ま
あ
の
地
位
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
七
、

八
人
を
取
り
ま
と
め
る
班
長
と
言
う
と
こ
で
あ
っ
た
。 

 

戦 
 

後 

一 

昭
和
二
十
三
年
渡
辺
鉄
工
所
を
個
人
創
業
。 

二 

昭
和
三
十
一
年
株
式
会
社
渡
辺
工
業
所
を
資
本
金

一
千
万
円
、
後
増
資
し
て
二
千
万
円
、
い
ず
れ
も
社

長
で
す
。
十
年
程
前
長
男
に
社
長
職
を
譲
り
、
今
は

会
長
。 

薬
害
で
眼
に
障
害
が
あ
り
、
視
力
が
甚
だ
悪
く
、
甲
府

市
の
小
宮
山
眼
科
医
で
治
療
中
で
あ
る
。
あ
と
四
カ
月
弱

で
九
十
一
歳
と
な
る
。
眼
以
外
は
概
ね
健
康
だ
が
、
眼
の

悪
い
の
は
全
く
閉
口
で
あ
る
。 

三 

山
梨
県
陸
上
競
技
連
盟
投
擲
、
砲
丸
、
円
盤
、
槍

投
げ
の
選
手
。
昭
和
二
十
五
年
、
甲
府
陸
協
競
技
連

盟
会
長
、
山
梨
県
陸
上
競
技
連
盟
副
会
長
。 

昭
和
四
十
四
年
六
月
、
恩
欠
連
山
梨
県
連
合
会
財
務
担

当
理
事
、
恩
欠
連
甲
府
支
部
副
会
長
、
山
梨
県
連
副
会
長
、

多
少
の
寄
付
行
為
も
致
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
十
二
月
除
隊
後
一
度
も
召
集
が
な
か
っ
た
。

三
菱
重
工
で
航
空
桟
製
作
に
携
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
産
業
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戦
士
と
言
う
わ
け
で
し
た
。
南
方
な
ど
に
行
か
ず
本
当
に

よ
か
っ
た
。
ま
た
戦
後
、
そ
れ
が
鉄
工
所
を
や
る
「
き
っ

か
け
」
と
な
り
、
私
に
と
っ
て
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
年
以
来
、
兵
役
の
三
年
ほ
ど
を
除
け
ば
、
足
掛
け

十
四
年
三
菱
重
工
の
御
世
話
に
な
っ
た
次
第
で
す
。 

航
空
無
線
隊
と
し
て 

群
馬
県 

 

貝 

瀬 

喜 

武 
 

 

 

私
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
十
三
日
、
四
人

兄
姉
の
長
男
と
し
て
生
れ
ま
し
た
。
父
は
教
員
で
し
た
。

沼
田
小
学
校
二
年
の
時
、
父
は
ふ
と
し
た
病
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
父
が
亡
く
な
っ
た
後
、
子
供
四
人
を

抱
え
た
母
は
助
産
婦
と
し
て
働
き
、
私
達
を
育
て
て
い
ま

し
た
。
私
は
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
東
京
に
出
て
、
東
京

発
動
機
株
式
会
社
に
勤
務
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
と
な
り
、
入
隊
す

る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
九
（
一
九
四

四
）
年
三
月
三
十
日
、
新
潟
県
高
田
市
の
航
空
隊
に
入
隊

す
る
よ
う
に
と
の
通
知
が
来
て
、
勤
め
て
い
た
会
社
の
皆

さ
ん
か
ら
激
励
の
送
別
会
を
開
い
て
頂
い
て
、
勇
躍
航
空

隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
は
北
方
の
ア
ッ
ツ
島
で

玉
砕
し
た
山
崎
部
隊
長
の
後
に
出
来
た
と
い
う
部
隊
で
し

た
。 
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私
は
こ
の
航
空
隊
に
入
隊
し
て
無
線
係
に
編
入
さ
れ
ま

し
た
。
一
期
教
育
も
終
わ
っ
た
七
月
上
旬
、
各
中
隊
よ
り

二
、
三
人
ぐ
ら
い
、
全
国
よ
り
三
十
人
ぐ
ら
い
が
集
め
ら

れ
て
無
線
部
隊
が
編
成
さ
れ
、
水
戸
航
空
隊
に
転
属
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

通
信
隊
の
教
育
は
、
一
日
に
モ
ー
ル
ス
を
三
文
字
づ
つ

習
い
、
三
日
目
か
ら
は
そ
れ
が
九
文
字
と
な
り
、
ピ
ー
ピ

ー
と
頭
が
混
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
エ
ン
ジ
ン
が
本

職
で
あ
っ
た
た
め
、
通
信
だ
け
の
人
よ
り
は
う
る
さ
く
言

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
無
線
の
本
場
は
中
野
無
線
学
校
で
、

こ
こ
で
は
卒
業
ま
で
は
三
年
か
か
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を

僅
か
四
カ
月
ぐ
ら
い
で
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
詰
め
込

み
教
育
で
本
当
に
大
変
で
し
た
。 

八
月
中
旬
に
福
岡
航
空
隊
に
転
属
と
な
り
、
九
月
上
旬

に
は
、
今
度
は
大
刀
洗
航
空
隊
に
転
属
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
の
航
空
隊
は
陸
軍
の
特
攻
隊
基
地
で
あ
っ
た
た
め
に

度
々
米
軍
機
の
空
襲
が
あ
り
、
そ
の
度
に
多
大
の
被
害
を

被
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
無
線
施
設
も
同
様
に
被
害
に
遇

い
、
そ
の
た
め
同
年
十
月
末
に
は
福
岡
の
本
部
に
帰
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
局
は
い
よ
い
よ
芳
ば
し
く
な
く
な

り
、
と
く
に
南
方
戦
線
で
は
、
玉
砕
の
悲
運
に
見
舞
わ
れ

る
島
々
が
出
て
来
て
、
我
が
軍
の
航
空
能
力
も
低
下
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。 

そ
し
て
昭
和
二
十
年
二
月
下
旬
に
は
四
国
の
高
松
航
空

隊
に
転
属
と
な
り
、
こ
こ
で
無
線
業
務
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
転
属
が
続
き
、
同
年
三
月
下
旬
ま
で
は
鳥
取

県
の
米
子
海
岸
の
航
空
隊
に
転
属
し
て
無
線
情
報
を
業
務

と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
八
月
十
五
日
の
終
戦
と
な
り
同

年
九
月
中
旬
に
郷
里
に
帰
り
ま
し
た
。
郷
里
の
沼
田
に
は

空
襲
の
被
害
も
な
く
、
皆
無
事
で
し
た
。
帰
郷
後
写
真
店

を
開
業
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 
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鈴
鹿
第
一
気
象
連
隊 

群
馬
県 

 

内 

藤 

芳 

夫 
 
 

 

私
は
群
馬
県
岩
鼻
町
の
川
魚
料
理
店
の
長
男
に
生
れ
ま

し
た
。
食
品
を
扱
う
業
者
は
、
昔
か
ら
い
か
な
る
人
も
日

に
三
度
も
食
べ
る
の
で
「
飯
の
食
い
は
ぐ
れ
は
無
い
」
等

と
言
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
私
の
店
は
一
般
食
堂
と
違
っ

て
朝
早
く
か
ら
の
お
客
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
料
理
店
で
す

の
で
歓
送
迎
会
や
昼
食
会
と
か
、
何
人
も
ま
と
ま
っ
て
の

お
客
様
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
時
間
に
な
る
と
て
ん

て
こ
舞
の
忙
し
い
商
売
で
し
た
が
、
お
蔭
様
で
何
代
も
続

い
た
「
し
に
せ
」
と
し
て
顔
な
じ
み
の
常
連
客
な
ど
も
時
々

座
敷
を
利
用
し
て
下
さ
る
と
言
う
恵
ま
れ
た
家
庭
で
育
ち

ま
し
た
。 

そ
し
て
当
時
の
中
学
校
か
ら
大
学
ま
で
進
学
さ
せ
て
も

ら
い
、
東
京
の
早
稲
田
高
等
学
校
で
の
学
生
生
活
に
は
、

毎
月
親
か
ら
の
仕
送
り
で
充
分
で
し
た
の
で
ア
ル
バ
イ
ト

等
も
せ
ず
一
生
懸
命
勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
、
日
本
は
国
際
連

盟
の
経
済
制
裁
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
米
英
等
の
大
国
に
宣

戦
布
告
を
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
戦

後
の
テ
レ
ビ
で
見
た
の
で
す
が
、
当
時
の
海
軍
大
将
山
本

五
十
六
閣
下
が
天
皇
陛
下
に
「
一
年
か
二
年
な
ら
持
ち
ま

す
」
と
奏
上
申
し
上
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
開

戦
当
初
の
日
本
軍
は
陸
軍
も
海
軍
も
連
戦
連
勝
で
あ
り
ま

し
た
。 

し
か
し
あ
ま
り
に
も
大
き
く
戦
線
を
拡
大
し
過
ぎ
て
、

兵
員
の
不
足
を
招
い
た
大
本
営
は
、
つ
い
に
そ
れ
ま
で
学

生
の
徴
兵
を
延
期
し
て
い
た
も
の
を
、
昭
和
十
八
年
に
学

徒
動
員
令
を
発
動
し
て
学
生
の
動
員
を
開
始
し
ま
し
た
。

文
学
部
の
学
生
は
二
年
延
長
に
な
り
ま
し
た
。 

私
に
も
昭
和
十
八
年
十
二
月
に
動
員
令
状
が
来
て
、
鈴

鹿
連
隊
第
一
気
象
連
隊
に
入
隊
し
、
同
隊
で
初
年
兵
教
育

を
六
カ
月
ほ
ど
受
け
ま
し
た
。
初
年
兵
教
育
中
に
私
は
幹

部
候
補
を
志
願
し
ま
し
た
結
果
、
甲
種
幹
部
候
補
生
と
し

て
仙
台
航
空
予
備
士
官
学
校
へ
入
校
さ
せ
ら
れ
、
士
官
教

育
を
約
三
カ
月
受
け
た
後
、
昭
和
十
九
年
十
月
、
東
京
陸




